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発表要旨

※下記の(a)～(d)の要素を盛り込み、計1600字以内でまとめてください。
(a)研究目的
(b)研究概要：主張の概要と、その妥当性（調査・実験・授業実践などに基づく主張の場合は、その方法、結果の概要、そこから抽出した考察を、いずれも示すこと）
(c)先行研究との違い・オリジナリティ等
(d)引用文献：本文で言及した論文、先行研究がある場合には、文献を挙げてください。文献は要旨の分量に含まれます。該当する文献がない場合には。「引用文献なし」と明記してください。
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（所属機関名）
書式の整え方（以下の青字部分は応募時には削除してください）
●　用紙設定　Ａ４サイズ　余白：上35mm  左右下全て30mm
●　発表タイトル：10.5ポイント，MSゴシック，ボールド，センタリング
●　サブタイトル：10.5ポイント，MS明朝，センタリング ※「―」（全ダッシュ）囲み
<1行アケ>
●　発表者氏名：10.5ポイント，MS明朝，右寄せ
＊人数が複数の場合は，間に全角の「・」を入れて横一列にする。
例）氏名1･氏名2･氏名3
●　発表日：10.5ポイント，MS明朝，半角，右寄せ：
＊年，月，日を「.（半角ピリオド）」で区切る。　例）（2007.5.21）
<1行アケ>
●　要旨本文：10.5ポイント，MS明朝，40字×40行以内厳守
※算用数字は1ケタは全角，2ケタ以上は半角　（例）１回，11回，２枚，22枚
※カタカナは全角　　読点は全角で「，」　句点は全角で「。」
●　所属機関名：10.5ポイント，MS明朝，右寄せ。
＊2人以上で所属が異なる場合は，次のようにする。
例）名字1－所属，名字1－所属，名字1－所属
●　発表要旨は必ず指定フォーマットで，Ａ４サイズ１枚以内にまとめてください
ご記入ありがとうございました。
◆もう一度，記入漏れや間違いがないかご確認ください。書類に不備があった場合，発表応募を受理できないことがありますので，今一度お確かめください。
◆記入が終わりましたら，説明部分（青字部分）を削除してＡ４サイズ２ページの書類（応募用紙と要旨）とし，ワード(.doc)形式，またはPDF（.pdf）形式にて，まずご自身のハードディスク等に保存してください。
◆ファイル名は叢書刊行シンポジウム研究発表応募（筆頭発表者フルネーム）」としてください。
◆◆◆提出先◆◆◆
sousyo@jpfbj.cn 国際交流基金北京日本文化センター
2016年2月26日までに報名回执表と併せ提出。件名は「所属機関名＋氏名（申請、発表）」。
